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今回の特別講義では，ロボット（Pepper）をプログラミングして，思い通りに動かす方法を教え

ていただきました。はじめに，IT を取り巻く用語について教わったあと，プログラミングとはどんな

ことか，お話していただきました。その後，実際に Pepper を動かす方法を教えていただき，班ごと

に Pepperに好きな言葉を喋らせたり，会話できるようプログラミングをしました。 

この講義を受けて，ロボットの研究に興味を持ったり，プログラミングを身近に感じる生徒もいた

ようです。実習を通してロボット動かす体験ができ，大変有意義な講義・実習になりました。 

＜生徒の感想より＞ 

○ プログラミングは「難しそう」「面倒くさそう」というイメージを持っていましたが，この講義で印

象が変わりました。もし可能なら，Pepperの能力を超えるロボットを作ってみたいです。 

○ Pepperは前まで AIで動いていると思っていたのに，人の手によって動かしていたと知ったときは

驚きましたが，今のロボット技術は凄かったです。 

○ 話す言葉をプログラミングするとき，どんどん線が多くなって，繋げたりするのが大変でした。 

○ いずれこのようなロボットの能力が人間を上回って，支配されるのではという不安も持ちました。 

 

  
まず，IT 用語について教わりました。 Pepper がダンスを踊ってくれました。 

  

Pepper を動かすプログラミングをしています。 実際に Pepper と会話しました。 

※本講義はソフトバンクロボティクスの Pepper を活用し，株式会社日本ビジネスデータープロセシングセンターの協力により，本校が独自に実施したものです。 


